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［研究目的及び経緯］
　日本の人口の約８割が居住する都市部は、環境に
対する負荷と人工的な改変が集中する地域であり、
居住環境の悪化と美しさの喪失を招いている。都市
の美しさには、水・緑・環境といった空間構成要素
が大きく関係すると考えられるが、都市の美しさが
どのような構造を有し、これらの空間構成要素の量
や質の関係は明確でない。種々の空間構成要素の組
合せによる総合的な景観評価システムの構築によ
り、景観の特徴を把握できるだけでなく、景観上で
の改善点を抽出することが可能になる。本研究では、
河川空間が水と緑を含んだ貴重な都市空間であるこ
とに着目し、図－１に示す過程で都市河川景観評価
指標の検討を行った。

図－１　本研究の検討プロセス

［研究内容］
１）都市河川の景観評価指標の作成
　既存の景観評価手法に関する研究の調査結果をも
とに、空間構成要素に基づく都市河川景観を簡易的
に評価する手法の原案を作成した。次に構成要素毎
の重要度の関係が明らかではないため、各要素の重
要性を５段階評定尺度によるアンケート調査に基づ

き、重み付けを与えて表－１に示す河川景観評価指
標を作成した。
２）調査対象景観の収集と水辺景観評価の実施
　都市河川景観を印象づける最も基本的な要素は、
河川の規模と水量であると考えられるため、河川幅
の大小と見かけの水位の高低を組み合わせた 4タイ
プの基本類型を想定し、偏りが生じないように 31
の都市河川景観を収集し、現地および写真による表
－１の指標を用いた景観評価を行った。
３）都市の水辺景観評価のアンケート調査の実施
　同じ写真を用いてＳＤ法によるアンケート調査を
実施した。回答者の属性を表－２、３に示す。この
アンケートは都市河川景観の印象に関連する 35 の
形容詞対による７段階評定尺度を利用する。集計結
果をもとに主成分分析を行ったところ、表－４のよ
うな固有値と寄与率が得られた。表－５に示す各形
容詞対の主成分負荷量から第１主成分を「景観の良
好さ」、第２主成分を「静寂感が漂う自然性の高さ」、
第３主成分を「空間構成のシンプルさ」と命名した。
４）の有効性の検証のために主成分分析を採用した
のは、主成分分析による多数の項目を集約した少数
の総合評価と評価指標との関係を検討できるためで
ある。
４）都市の水辺景観評価指標の有効性の検証
　表－１の景観評価指標の有効性を検証するため
に、個々の景観評価指標の合計点と SD法による分
析結果から得られた第 1主成分得点との相関により
行った結果、全体では相関係数 R=0.810 という相
関が得られた（第 2主成分得点との相関：R=0.068、
第 3 主成分得点との相関：R=0.182）ことから、こ
の景観評価指標により景観の良好さを評価できる。
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To make public design more attractive in urban area, we develop the method for improving the 
urban river design by adding and subtracting points of each waterside constituent. The indices can 
make it possible to evaluate the level of riverside design, grasp the character of the landscape, and 
pick out constituent elements which should be improved. 
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表－１　都市河川における景観評価指標 表－５　各形容詞対の主成分負荷量

表－２ 被験者の性別・年齢
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表－４　主成分固有値と寄与率

図－２　第１主成分得点と景観評価指標の得点の相関

［研究成果］
　以上から、提案した都市河川景観評価指標が、都
市の河川景観の良好さの評価には有効であると評価
できた。なお、都市的景観を主眼とした本指標のみ
で景観評価できるものではなく、川らしさを活かし
た自然性の回復、生態系への考慮等の観点も含めて
景観整備する必要があることに留意すべきである。

表－３ 被験者の職業




